
－ 会 議 録 － 

会議名称 令和７年度第１回川西町地域公共交通活性化協議会 

日 時 令和７年１１月１１日（火） ９：３０～１０：５０ 

場 所 川西町役場 ３階小会議室北・南 記 録 宮田 将大 

委員等名（敬称略） 出席 

会 長 川西町長 茂木  晶 〇 

委 員 

有限会社大京タクシー 代表取締役 小関 道子 ×（委任状提出） 

有限会社みどりタクシー 代表取締役 山口 修一 〇 

川西観光タクシー有限会社 代表取締役 （山口 修一）  

山交バス株式会社米沢営業所 所長 鈴木 正幸 ×（委任状提出） 

東日本旅客鉄道株式会社 米沢駅長 入間川 悟 〇 

山形鉄道株式会社 代表取締役社長 中井 晃 
〇 

代理：樋口和久専務 

一般社団法人山形県バス協会 会長 村 紀明 ×（委任状提出） 

山形県ハイヤー協会 置賜支部 理事 髙橋 政浩 
〇 

代理：伊藤源次理事 

川西町自治会長連合会 幹事 髙橋 希典 〇 

川西町女性団体連絡協議会 会長 菅野 明日香 ×（委任状提出） 

川西町老人クラブ連合会 会長 大友 憲一 〇 

川西町商工会 会長 寒河江 輝文 〇 

川西町社会福祉協議会 会長 金子 正美 ×（委任状提出） 

川西町民生委員児童委員協議会 会長 髙橋 栄一 × 

東北運輸局山形運輸支局総務企画部門 首席運輸

企画専門官 
渋谷 貴佳 〇 

全国自動車交通労働組合 山形地方本部 遠藤 栄二 × 

山形県交通運輸産業労働組合協議会 議長 齋藤 洋次 ×（委任状提出） 

山形県置賜総合支庁総務企画部総務課 連携支援

室長 
髙橋 基之 ○ 

山形河川国道事務所 米沢国道維持出張所長 葛西 健司 ×（委任状提出） 

山形県置賜総合支庁建設部 道路計画課長 山口 高宏 ×（委任状提出） 

米沢警察署 交通課長 林 武幸 〇 

川西町 地域整備課長 中山 宗隆 ×（委任状提出） 

出席者１９名（うち委任状提出 ９名） 

事務局 

川西町 企画財政課長 坂野 成昭 ○ 

川西町 企画財政課 課長補佐 奥村 大祐 ○ 

川西町 企画財政課 主事 宮田 将大 ○ 

川西町 政策推進課 課長補佐 齊 藤  誠 ○ 

川西町 福祉介護課長 梶山  由美 ○ 

川西町 福祉介護課 生活支援コーディネーター 髙橋 亜由美 ○ 

配布資料 会議次第等一式 



（会議成立） 

  川西町地域公共交通活性化協議会設置要綱第６条第２項（半数以上の出席）により成

立。 

 

１． 開会 

 

２． 委員紹介 

事務局（坂野企画財政課長）より委員を紹介。 

 

 ３． 委嘱状交付 

    代表して川西町商工会会長の寒河江委員へ委嘱状交付 

 

４． 職務代理者の指名 

 茂木会長（川西町長）の指名により、川西町商工会会長の寒河江委員に決定。 

 

５． あいさつ 茂木会長（川西町長） 

 

６． 協議 

（１） 川西町地域公共交通計画について 承認 

 ①計画（案） 

 ②今後のスケジュール（案）について 

 

上記について、事務局（宮田）より説明。 

 意見等は以下のとおり。 

◆入間川悟委員（東日本旅客鉄道株式会社 米沢駅長） 

・人口減少やモータリゼーション社会において、鉄道のメリットである大量輸送 

機能をこの情勢のなかで発揮できるのか。鉄道は線路を引いて相当なお金をか

けて運行している状況である。このような状況のなかで、鉄道にはこだわらな

い交通インフラを地域の方々と議論を深めていきたい。 

・インバウンド客をいかに引き込めるか、観光客を巻き込んで利用者を拡大する 

ことも方法の１つと考える。 

    （茂木会長） 

     ・第４章の施策の部分に、観光についても追加するように、事務局で整理して

ほしい。 

 

◆髙橋基之委員（山形県置賜総合支庁総務企画部総務課 連携支援室長） 

・第６節の「２ 広域公共交通ネットワークの強化と整備検討」について、「ニ 

ーズは認められなかった」とあるが、アンケート結果を見てみると、「ニーズ 

は認められなかったではなく、ニーズは低かった」ということではないか。 

（事務局：奥村） 

 ⇒「ニーズは低かった」ということに訂正する。 

 



◆寒河江輝文委員（川西町商工会 会長） 

①高畠町内のタクシー業者が営業終了となった。行政として様々なことを想定 

して、柔軟に５年間の計画を進めてほしい。 

（事務局：宮田） 

      ⇒協議会を年１回開催予定であり、会議内で実績の評価・見直しを行い、また

事業の進め方を委員に確認いただくこととしたい。 

         タクシー業者をはじめ、関係機関と面談を行って計画を進めていきたい。 

 

   ②自動運転について、町としてどう取り扱いしているか。 

 （事務局：奥村） 

  ⇒自動運転について、町としては取り扱いしていない。 

 

   （樋口和久委員 山形鉄道株式会社 専務） 

    ⇒長井市では、現在レベル２で自動運転バスの実証運行を行っている。冬季間の

運行はハードルが高い状況である。除雪車が道路端へ押した雪をカメラが障害

物として反応してしまうケースがあるようだ。 

 

     

７．その他 

 

 

８．閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


